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はじめに（この冊子の目的）

　使いこなすととても便利な gusuku Customine（以降カスタマインと表記）。しかし、実現できる
ことが多すぎるがゆえに使っていただいているお客様より「難しい」というお声をいただくこともあ
ります。そこで、実際に役立つカスタマイズを作成しながらカスタマインの使い方にも慣れていただ
くための教材を用意しました。

　この冊子では、様々なカスタマイズで利用可能な「レコード取得」機能にフォーカスして、「どの
ような要件のときに、どのやることを使用するべきか」を理解していただくことを目的とします。様々
な「レコード取得」方法を習得していただくことで、実務に汎用的に活用していただければと思います。

この冊子で理解できること

　１. レコード取得に関する「やること」の違い
　２.「やること」ごとの注意点・制約
　３. 要件に応じた「やること」の選び方
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1. はじめに理解していただきたいこと
1-1. 本書で使用する用語
本書ではカスタマインの画面や用語を以下のように記載します。

アクション
カスタマインの設定における 1 単位です。「やること」と「条件」を組み合わせた 1 セットが 1 つの
アクションとなります。

やること
カスタマイン設定画面の左側で選択する「やること」は、本書では [ やること：フィールドを無効化する ]
のように記載します。

条件
カスタマイン設定画面の右側で選択する「条件」は、本書では < 条件：一覧画面を表示した時 > のよ
うに記載します。

追加条件
「条件」の下部で「条件を追加」を選択して設定する「追加条件」は、本書では < 追加条件：フィー
ルド値が特定の値ならば > のように記載します。

アクション番号
カスタマイン設定画面で各アクション（設定）の左上の数字です。本書内で【アクション：1】 と記
載した場合には、アクション番号 1 番の設定を指します。

パラメーター
設定する「やること」や「条件」に応じて設定する項目のことをパラメーターと記載します。
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1-2. カスタマインの基本的な構造
カスタマインの基本的な構造は「〜の時に〜ならば〜する」を [ やること ] と < 条件 > を組み合わせて

という形で設定します。

この < 条件 > のドキュメント (https://docs-customine.gusuku.io/ja/conditions/) には「（追加条
件）」と記載されている一覧があります。これは「〜ならば」に該当するもので、< 条件を追加 > の箇
所で指定します。
< 条件 > と < 条件を追加 > は指定する場所が違うのでご注意ください。

1-3. カスタマインで作成したカスタマイズが動く仕組み
カスタマインで作成したカスタマイズは、ユーザーの画面操作に基づいて動く仕組みとなっています。

1-3-1. 画面ごとの特性

kintone にはいくつかの種類の画面があり、その画面ごとにできることが異なります。この画面ごと
の特性を理解することで、よりスムーズにカスタマイズを作成できるようになります。

一覧画面は一画面で同時に複数のレコードを閲覧できる、表示に特化した画面です。そのため、カス
タマイズにおいてもテーブルデータを表示できる一覧画面の作成など、画面表示に関するカスタマイ
ズに適しています。鉛筆ボタンを押すことで編集もできますが、編集画面・追加画面と比較すると多
くの制約があります。編集する際には 1 レコード単位の編集しかできず、編集後は < 条件：一覧画面
を表示した時 > に該当しないのでカスタマイズが動作しません。また、一覧の編集画面以外の方法で
値を変更した場合はリロードしない限り表示は変わりません。

追加・編集画面ではフィールド値を変更することが出来ますが、保存ボタンを押すまでは変更が確定
していないのでキャンセルボタンを押すと変更内容は破棄されます。

詳細画面はkintoneの仕様ではフィールド値の更新は出来ないのですが、カスタマインが裏側でレコー
ド更新処理をする事でフィールド値を更新しています。この場合は一覧画面での更新時と同じく値は
変わっていますが表示は変わらないのでリロードが必要になります。
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1-3-2. 同じやることでも画面によって動作が違う

例として、 [ やること：フィールドに値をセットする ] というやること１つをとっても、以下のように
画面によって違いがあります。

追加画面の場合
　フィールドに値がセットされて、表示も変わる

編集画面の場合
　フィールドに値がセットされて、表示も変わる　

詳細画面の場合
　フィールドに値はセットされているが、表示は変わらない
　表示を更新するためにはリロードする必要がある

一覧画面の場合
　画面に表示されている全レコードのフィールドに値がセットされて、表示は変わらない
　表示を更新するためにはリロードする必要がある

一覧画面の鉛筆を押した編集画面
　編集状態になっているレコードのフィールドに値がセットされて、表示も変わる

フィールド値がリアルタイムに変わるのは、kintone での操作と同じく追加画面・編集画面のみとい
うことにご注意ください。

　　　　　　　コラム : フィールド名とフィールドコード

kintone の仕組みとして、フィールド値を参照する場合は「フィールドコード」を指定します。

kintone のフィールドには「フィールド名」と「フィールドコード」があるのでご注意ください。

簡単な見分け方としては、フィールドの個別設定画面で

上にあるのが「フィールド名」で下にあるのが「フィー

ルドコード」です。「フィールドコード」を明示的に指

定しないと「文字列 _1 行 _1」のように自動でフィール

ドコードが設定されるため、フィールドコードがどの

フィールドを指すのか判別しづらくなります。そのため、

フィールド名と同じ名称をつけたり、「フィールド名 _ ア

プリ名」のようにフィールドコードからフィールド名を

類推しやすい名前にしておくことをおすすめします。
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1-3-3. 自分が操作しているアプリでカスタマイズは動く

カスタマイズを作る際には「どのアプリで操作をしたときにカスタマイズを動かしたいか」を意識し
て作成する必要があります。

先程の「フィールドに値をセット」だと、表示しているアプリのフィールドに対してセットされますが、
例えばこれを仮に別アプリのフィールドにセットしたい場合は「やること」が変わります。（「レコー
ドを更新する（キーの値をフィールドで指定）」など）

また、kintone にはユーザーの画面操作を通知する「イベント」という仕組みがあります。カスタマ
インで作成したカスタマイズは基本的に、この「イベント」に基づいて動きます。

コラム : これから「保存」するレコードのみが対象

カスタマインで作成したカスタマイズは、今後操作するときに適用されるものであるため、過
去に登録したレコードには適用されません。

例えばあるアプリを作成ししばらく運用した後に、レコード保存後にルックアップを自動更新
するカスタマイズを作成したとしても、レコードを１つずつ保存していかないとルックアップ
は更新されません。ですので、カスタマイズ作成前に作成済みのレコードに対して更新しよう
とすると、大変な手間がかかり実用的ではありません。このような場合には別の仕組みで更新
する必要があります。

ルックアップの場合は、ルックアップフィールドの値を更新すれば取得できるので、全レコー
ドを取得してルックアップフィールドだけを書き出せば可能です。また、CSV 読み込みで一
括更新する方法でも可能です。

同じような話で、検索用文字列作成があります。これもレコード保存時に文字列を作成します
が、過去のレコードは再保存が必要です。そして、検索文字列の場合は CSV 読み込みでは作
成できないので、何らかのカスタマイズが必要になります。

本冊子では詳細な説明を記載しませんが、既に存在しているデータに対して検索用文字列の生
成を行いたい場合には、こちらのページをご参照ください。

大量のレコードを安全に処理する方法 ： 検索文字列を作成する事例
（紙の場合：サポートサイトで「検索文字列を作成する事例」で検索してください）
https://support.gusuku.io/ja-JP/support/solutions/articles/36000268083
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1-3-4. イベント

イベントとは、「ユーザーの画面操作したタイミングでプログラムを動かすための kintone の仕組み」
であり、一例として以下のようなイベントが定義されています
　１. レコード追加画面を開いた時
　２. プロセス管理のアクションを実行した時
　３. フィールドの値が変わった時

kintone の「イベント」については cybozu developer network のヘルプをご確認ください。
https://developer.cybozu.io/hc/ja/articles/360000361686

カスタマインにおける「条件」は主にこの「イベント」を日本語に置き換えたものです。また、より
使い勝手を向上するために kintone のイベント以外のものも「条件」として利用できるようになって
います。

カスタマイズを作成するときには「実現したいこと」とともに「どのイベント」でその処理を実行し
たいかを意識し、「実現したいこと」→「やること」、「イベント」→「条件」に置き換えていただく
とスムーズにカスタマイズが作れます。

例）レコード一覧画面表示後に注意すべき案件を色を変えて目立たせたい

実現したいこと：案件を色を変えて目立たせたい
イベント：レコード一覧画面表示後
↓
[ やること：フィールド文字色を変更する ]
< 条件：一覧画面を表示した時 >

例）入力時にユーザーに警告を促すために特定のフィールドの背景色を変えたい

実現したいこと：背景色を変えて警告を促したい
イベント：フィールド値変更
↓
[ やること：フィールド背景色を変更する ]
< 条件：フィールドの値を編集して値が変わった時 >

また、イベントごとの特性や制約を理解することで、kintone の制約上実現できないことでも代替手
段を検討することができます。

kintone の特性や制約によって実現できないことの例をあげますと、
kintone 側でイベントがない場合
イベントが発生しない場合
そのイベントでは実行できないカスタマイズの場合
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などがあり、例えば「フォームブリッジでデータが登録されたことを契機にカスタマイズを動かした
い」という要件は、「2．イベントが発生しない場合」に該当するためカスタマイズが動きません。

また、上記以外でも kintone 基本機能の「ファイルから読み込む」を使ってデータを読み込んだ際に
もカスタマイズが動きませんが、これも kintone の制約によるものです。

1-4. 実行順序
カスタマインでアクションを作成すると、番号が自動的に付与されます。
これはアクション番号と呼ばれるもので、カスタマイズの実行順とは関係ありません。

全てのアクションは何かの「イベント」を起点に処理が開始され、
「他のアクションの実行が完了した時」や「確認・入力ダイアログで「OK」を押した時」などで繋がっ
ている順に処理されます。

アクションの実行順をわかりやすく確認するにはアクショングラフを表示していただくのが良く、カ
スタマイズ作成途中や作成後に表示してこまめに確認することをおすすめします。
なお、上手く動かないケースでよくあるのが、線で繋がっていないアクションの結果を参照したり、
アクションの繋ぎ先を間違えている場合です。

特にアクションを複製した場合に設定を変え忘れているというケースは良くあります。

また、以下のように < 条件：他のアクションの実行が完了した時 > で同じアクション番号を指定した
アクションが複数ある場合は、並行して処理されます。
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また、これら複数のアクションが全て終わった時に次のアクションを続ける場合は、< 条件：他のア
クションの実行が完了した時 > で全てのアクションを指定してください。
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また、これら複数のアクションが全て終わった時に次のアクションを続ける場合は、< 条件：他のア
クションの実行が完了した時 > で全てのアクションを指定してください。

その他にも < 条件：いずれかのアクションの実行が完了した時 > を使うと、指定したアクションのい
ずれかが完了した時にアクションが処理されます。
この条件は例えば、入力した金額によって処理を分ける場合などのようにどれか１つが実行された後、
同じ処理が続くような場合に使います。



12



13

2. レコード取得に関する「やること」
      一挙解説
レコード取得に関する「やること」は「全レコードを取得する」「キーを指定してレコードを取得する」
など、数多くの「やること」が用意されています。それぞれのやることで実現できることやカスタマ
イズ難易度に大きな違いがあるため、それぞれを順に解説します。

想定するアプリと解説の流れ
以下より実際のカスタマイズを作成しながら各やることの利用例、特徴を解説します。それぞれの違
いをわかりやすくするために共通のアプリ、ほぼ共通のカスタマイズを作成していきます。

使用するアプリ
   『案件管理』と『製品マスタ』アプリを使用します。

作成するカスタマイズ（2-1 ～ 2-4）
   2-1 から 2-4 までで作成するカスタマイズは『案件管理』アプリに適用します。ボタンを押したと 　　
　きに『製品マスタ』アプリからレコードを取得し、取得した結果をわかりやすくするため [ やること：

レコードの一覧をポップアップで表示する ] を使用してポップアップ表示するカスタマイズを作成
　します。

本来であれば取得したレコードをポップアップ表示した後は [ やること：フィールドに値をセットす
る ] や [ やること：テーブルをレコードに書き出す ] など、他のやることと組み合わせて使用しますが、
本書ではレコード取得方法に重点を置いて説明するためそれらは割愛します。また、[ やること：ボ
タンをスペースに配置する ] や [ やること：レコードの一覧をポップアップで表示する ] についても
本書では詳しく説明しません。

作成するカスタマイズ（2-5）
　2-5 で作成するカスタマイズは『案件管理』アプリに適用する点は 2-1 〜 2-4 と同様です。ボタ　　
　ンを押したときに自アプリである『案件管理』アプリからレコードを取得し、取得した結果をわか
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　りやすくするため [ やること：レコードの一覧をポップアップで表示する ] を使用してポップアッ
　プ表示するカスタマイズを作成します。
　作成するカスタマイズの例（2-1 ～ 2-5）
　以下のうち青枠の部分は共通のカスタマイズとなるため説明しません。赤枠で囲った部分が「レコ　　
　ド取得」に該当するアクションであり、それぞれのやることにおいて変わる部分です。

作成するカスタマイズ（2-6 ～ 2-8）
　2-6 から 2-8 までで作成するカスタマイズも同様に『案件管理』アプリに適用しますが、少し動作
　に違いがあります。これは一覧画面にボタンを配置し、ボタンを押したときに動作するカスタマイ
　ズです。ボタンを押すと操作中のアプリである『案件管理』アプリのレコードを取得し、取得した
　結果をわかりやすくするため [ やること：レコードの一覧をポップアップで表示する ] を使用して
　ポップアップ表示するカスタマイズを作成します。
　※実際の用途では他のアプリから取得するケースが多いとは思いますが、本書ではカスタマイズ内
　容をわかりやすく表現するため操作中のアプリ（自アプリ）から取得する例で記載しています。

作成するカスタマイズの例（2-6 ～ 2-8）
　以下のうち青枠の部分は共通のカスタマイズとなるため説明しません。赤枠で囲った部分が「レコー
　ド取得」に該当するアクションであり、それぞれのやることにおいて変わる部分です。
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では、1 つ 1 つのやることについて解説していきます。　

2-1. 全レコードを取得する
一番簡単かつシンプルに利用できるのが [ やること：全レコードを取得する ] です。
カスタマイズ例
この例では『製品マスタ』アプリから全レコードを取得します。

　りやすくするため [ やること：レコードの一覧をポップアップで表示する ] を使用してポップアッ
　プ表示するカスタマイズを作成します。
　作成するカスタマイズの例（2-1 ～ 2-5）
　以下のうち青枠の部分は共通のカスタマイズとなるため説明しません。赤枠で囲った部分が「レコ　　
　ド取得」に該当するアクションであり、それぞれのやることにおいて変わる部分です。

作成するカスタマイズ（2-6 ～ 2-8）
　2-6 から 2-8 までで作成するカスタマイズも同様に『案件管理』アプリに適用しますが、少し動作
　に違いがあります。これは一覧画面にボタンを配置し、ボタンを押したときに動作するカスタマイ
　ズです。ボタンを押すと操作中のアプリである『案件管理』アプリのレコードを取得し、取得した
　結果をわかりやすくするため [ やること：レコードの一覧をポップアップで表示する ] を使用して
　ポップアップ表示するカスタマイズを作成します。
　※実際の用途では他のアプリから取得するケースが多いとは思いますが、本書ではカスタマイズ内
　容をわかりやすく表現するため操作中のアプリ（自アプリ）から取得する例で記載しています。

作成するカスタマイズの例（2-6 ～ 2-8）
　以下のうち青枠の部分は共通のカスタマイズとなるため説明しません。赤枠で囲った部分が「レコー
　ド取得」に該当するアクションであり、それぞれのやることにおいて変わる部分です。
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実行結果

解説
[ やること：全レコードを取得する ] では、該当アプリに存在するすべてのレコードを取得します。設
定はアプリを指定するだけのため簡単で、シンプルに他アプリのレコードを取得したい場合には有用
です。ただし、すべてのレコードを取得するため必要のないレコードまで取得してしまったり、取得
先アプリに大量のレコードが存在する場合には動作が遅くなったりするため、後述する [ やること：
取得したレコードを絞り込む ] などと組み合わせ使っていただくのが良いと思います。

2-2. キーを指定してレコードを取得する
単一の条件に合致したレコードを取得する際に使用するのが [ やること：キーを指定してレコードを
取得する ] です。
カスタマイズ例
この例では『案件管理』アプリの『製品カテゴリ』フィールドと『製品マスタ』アプリの『製品カテゴリ』
フィールドが一致するレコードを取得します。
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実行結果

解説
[ やること：キーを指定してレコードを取得する ] では、上記の例のようにカスタマイズ対象のアプリ
のフィールドと取得先のアプリのフィールドが一致するレコードを取得する用途に適しています（上
記の例は「製品カテゴリ」フィールドで「kintone」を選択しているので、取得結果も「製品カテゴリ」
が「kintone」のものだけを取得しています）。

「2-1. 全レコードを取得する」と同様に必要のないレコードまで取得してしまったり、取得先アプリ
に大量のレコードが存在する場合には動作が遅くなったりするため、後述する [ やること：取得した
レコードを絞り込む ] などと組み合わせ使っていただくのが良いと思います。

2-3. 条件を組み立ててレコードを取得する
複数の条件でのレコード取得や取得と同時に並べ替えもできるのが [ やること：条件を組み立ててレ
コードを取得する ] です。[ やること：キーを指定してレコードを取得する ] より更に絞り込んだ条件
でレコードを取得することができます。

カスタマイズ例

この例では
１.『課金対象期間』が「年額」
２.『見込み時期』が有効期間内の製品である
３.『単価』が 100 万円未満
というすべての条件を満たすレコードを取得します。また、併せて製品コードの昇順でレコードを並
べ替えます。



18

「検索条件」の設定は一見するとクエリを書かないといけないように見えますが、実際の設定は以下
のような「条件ビルダー」という機能を使って簡単に設定が可能です。条件ビルダーで以下のように
条件を組み立てることで、自動的に「検索条件」として使用するクエリが生成されます。
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実行結果

解説
このやることは 2022 年 7 月に機能追加されました！　それまでは、複雑な条件に基づいたレコード
取得には [ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] を使用する必要があり、クエリ
の記法がわからない方に取っては非常に難易度の高いものでした。しかし、[ やること：条件を組み
立ててレコードを取得する ] を使用することで、クエリの記法がわからない方であっても上の例のよ
うに複雑な条件に基づいたレコード取得ができるようになりました。
多くのレコード取得はこれで解決できますが、いくつか条件としてフィールド値や他のアクションの
結果を条件ビルダーに指定できないケースがあります。例として、以下のようにラジオボタンフィー
ルドでは固定値のみしか指定できません。

ラジオボタンフィールドなど一部のフィールドにおいて、フィールド値や他のアクションの結果を使
用したいときには、[ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] を使用していただく必
要があります。

レコード取得に関する他のやることと比較すると新しく使えるようになったやることのため、利用し
たことのない方が多いとは思いますが、ぜひ試していただければと思います。

「検索条件」の設定は一見するとクエリを書かないといけないように見えますが、実際の設定は以下
のような「条件ビルダー」という機能を使って簡単に設定が可能です。条件ビルダーで以下のように
条件を組み立てることで、自動的に「検索条件」として使用するクエリが生成されます。
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2-4. クエリで条件を指定してレコードを取得する
[ やること：条件を組み立ててレコードを取得する ] と同じように複数の条件でのレコード取得を行っ
たり、取得と同時に並べ替えもできるのが [ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ]
です。
レコード取得に関するやることの中で一番自由度は高くなりますが、一方でクエリの記法を理解する
必要があるため難易度も一番高いものです。

カスタマイズ例
この例では
１.『課金対象期間』が「年額」
２.『見込み時期』が有効期間内の製品である
３.『単価』が 100 万円未満
というすべての条件を満たすレコードを取得します。また、併せて製品コードの昇順で並べ替えます。
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実行結果

解説
[ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] では、上記の例のように複数の条件に合致
するレコードを取得したり、取得すると同時に指定した項目で並べ替えを行うことができます。
[ やること：条件を組み立ててレコードを取得する ] の条件ビルダーでフィールド値を指定できない
フィールドでも、[ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] であれば自由にクエリを
記述できるためより複雑な条件でのレコード取得ができます。

「検索条件」には以下のように kintone API の query パラメーターの記法に従って設定します。
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※ query パラメーターの記法は kintone API の仕様であるため、カスタマインのテクニカルサポー
トではクエリの記法についてはサポートいたしません。書き方がわからない場合には、「2-3. 条件を
組み立ててレコードを取得する」を使うか、「2-1. 全レコードを取得する」や「2-2. キーを指定して
レコードを取得する」と「3-1. 取得したレコードを絞り込む」を組み合わせてお使いください。

参考
kintone API のクエリの書き方の基本
https://developer.cybozu.io/hc/ja/articles/900001057206
レコードの取得（GET） - レコードの一括取得（クエリで条件を指定）
https://developer.cybozu.io/hc/ja/articles/202331474#step2

最初は使いづらい印象を感じてしまうかもしれませんが、理解してしまうと一番使い勝手が良いのが
この [ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] です。
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2-5. 関連レコード一覧の条件でレコードを取得する
kintone アプリで予め設定されている、関連レコード一覧フィールドで設定された条件に従ってレ
コードを取得します。

カスタマイズ例
この例では「同一顧客案件一覧」という関連レコード一覧の条件でレコードを取得します。また、自
レコードも条件に一致した場合には除外する設定としています。

実行結果
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解説
[ やること：関連レコード一覧の条件でレコードを取得する ] は、文字通り関連レコード一覧の条件で
設定された内容に従ってレコード取得を行います。関連レコード一覧が以下のように設定されている
場合は、自アプリ（『案件管理』アプリ）から「会社名が一致」「見込み時期が今年以降」のレコード
を取得し、見込み時期で昇順にソートして表示します。
※「表示するフィールド」の設定はカスタマインの動作には影響を与えません。

特徴的なのは、関連レコード一覧の参照するアプリとして自アプリが指定されている場合、自レコー
ドを取得する・しないを選択できる、という点です。このパラメーターは要件に応じて使い分けてい
ただくのが良いと思います。
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2-6. 一覧で画面に表示されているレコードを取得する
文字通り、現在一覧画面に表示されているレコードを取得します。このやることは「現在表示されて
いるレコード」のみを取得する点に注意する必要があります。

カスタマイズ例
[ やること：一覧で画面に表示されているレコードを取得する ] にはパラメーターはありません。シ
ンプルに、一覧画面に現在表示されているレコードのみを取得します。

実行結果
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解説
先述の通り一覧で画面に表示されているレコードのみを取得します。そのため、一覧の条件に一致す
るレコードが 60 件あっても、以下の設定では 20 件しか表示されていないため、この場合は 20 件
のレコードのみが取得され、残りの 40 件は取得できません。

表示されているレコードではなく、一覧の条件に合致したすべてのレコードを取得したい場合には、
次に紹介する「2-7. 一覧の条件でレコードを全件取得する」を使用します。

2-7. 一覧の条件でレコードを全件取得する
画面に表示されている・いないに関わらず、現在表示している一覧の絞り込み条件に合致するすべて
のレコードを取得します。
カスタマイズ例
[ やること：一覧の条件でレコードを全件取得する ] にはパラメーターはありません。一覧の絞り込
み条件に一致するすべてのレコードを取得します。
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実行結果

解説
取得されるレコードは、kintone を操作しているユーザーが現在開いている一覧の絞り込み条件（以
下画像参照）で設定された条件に基づいて取得されます。

上記の場合、一覧画面の絞り込み条件で「見込み時期が今年」「確度 A もしくは B を含む」という設
定がされているため、この条件に該当するレコードがすべて取得されることとなります。
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2-8. 一覧で選択されたレコードを取得する
一覧に設置したチェックボックスで選択されたレコードを取得します。チェックしたレコードを取得
して一括で変換する、別アプリに転記するなど、多くの用途で活用いただくことができます。

カスタマイズ例
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実行結果

解説
[ やること：一覧で選択されたレコードを取得する ] は [ やること：一覧にチェックボックス列を追加
する ]、[ やること：ボタンをメニュー位置に配置する ] と組み合わせて使用します。
3 つのやることを組み合わせることにより、一覧にチェックボックスを配置し、そのチェックボック
スで選択されたレコードを取得することが可能となります。
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3. レコード取得を補完する「やること」
ここまで 8 種類の「やること」について解説しました。それぞれの「やること」は単独で使用するこ
とももちろん可能ですが、要件によっては以下に紹介する「やること」と組み合わせることでより便
利に活用していただけるケースがあります。

3-1. 取得したレコードを絞り込む
「2. レコード取得に関する「やること」一挙解説」で紹介した 8 種類の「やること」に続けて [ やること：
取得したレコードを絞り込む ] を使用すると、取得したレコードを更に条件に応じて絞り込むことが
できます。
想定される利用ケースとしては、複雑な条件でレコードを取得したいけれど、クエリの記法がわから
ず [ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] では思うようにカスタマイズ作れない
ケースが挙げられます。

以下の例はいずれも同じように「製品カテゴリが一致」し、「単価が 100 万円未満」のレコードを取
得しています。
[ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] を使用した場合
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[ やること：取得したレコードを絞り込む ] を使用した場合

実行結果

解説
2 つのカスタマイズでは異なるやることを設定していますが、最終的な実行結果は同じものとなって
います。
[ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] を使用している場合には < アクション :2>
のみでレコード取得を行っています。
一方、[ やること：取得したレコードを絞り込む ] を使用しているカスタマイズでは、[ やること：キー
を指定してレコードを取得する ] で製品カテゴリが一致するレコードを取得した後、[ やること：取得
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したレコードを絞り込む ] で単価が 100 万円未満のレコードに絞り込みをしています。
このように、[ やること：取得したレコードを絞り込む ] を使用すると一旦取得したレコードを更に絞
り込むことができます。また、[ やること：取得したレコードを絞り込む ] は繰り返し使用することが
可能なため、今回は「製品カテゴリが一致」、「単価が 100 万円未満」という 2 つの条件で絞り込み
を行いましたが更に追加で「更新日時が今月」という条件で絞り込むことが可能です。本書では記載
しませんが、ぜひご自身でお試しください。

注意点
[ やること：取得したレコードを絞り込む ] はクエリの記法がわからない方でも利用できるというメ
リットがありますが、一方で注意点もあります。
[ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] や [ やること：条件を組み立ててレコード
を取得する ] でレコードを取得した場合は、kintone からレコードを取得する段階で該当するレコー
ドのみに絞って取得しています。一方、[ やること：取得したレコードを絞り込む ] を使用する場合、
一旦 kintone から操作するユーザーの PC（ブラウザ）に取得したレコードを絞り込むという動作に
なります。そのため、元のレコードが大量にある場合には、処理が重くなる（画面動作が遅くなる） 
可能性があります。
違いを以下に図示します。
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上記はかなり極端な例ですが、[ やること：キーを指定してレコードを取得する ] の実行結果が 50 万
件あった場合、仮にその後 [ やること：取得したレコードを絞り込む ] を使用して 7 件に絞り込んだ
としても、ユーザーの PC（ブラウザ）にはいったん 50 万件のデータが取得されるため、とても処
理が遅く（重く）なると考えられます。

そのため、大量のデータを取得する場合には [ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ]
もしくは [ やること：条件を組み立ててレコードを取得する ] を使用していただくのが好ましいとい
えます。

したレコードを絞り込む ] で単価が 100 万円未満のレコードに絞り込みをしています。
このように、[ やること：取得したレコードを絞り込む ] を使用すると一旦取得したレコードを更に絞
り込むことができます。また、[ やること：取得したレコードを絞り込む ] は繰り返し使用することが
可能なため、今回は「製品カテゴリが一致」、「単価が 100 万円未満」という 2 つの条件で絞り込み
を行いましたが更に追加で「更新日時が今月」という条件で絞り込むことが可能です。本書では記載
しませんが、ぜひご自身でお試しください。

注意点
[ やること：取得したレコードを絞り込む ] はクエリの記法がわからない方でも利用できるというメ
リットがありますが、一方で注意点もあります。
[ やること：クエリで条件を指定してレコードを取得する ] や [ やること：条件を組み立ててレコード
を取得する ] でレコードを取得した場合は、kintone からレコードを取得する段階で該当するレコー
ドのみに絞って取得しています。一方、[ やること：取得したレコードを絞り込む ] を使用する場合、
一旦 kintone から操作するユーザーの PC（ブラウザ）に取得したレコードを絞り込むという動作に
なります。そのため、元のレコードが大量にある場合には、処理が重くなる（画面動作が遅くなる） 
可能性があります。
違いを以下に図示します。
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3-2. レコードを並べ替える
「2. レコード取得に関する「やること」一挙解説」で紹介した 8 種類の「やること」に続けて [ やること：
レコードを並べ替える ] を使用すると、取得したレコードの表示を並べ替えることができます。
※このやることは、一旦取得したレコードを後続のアクションで使用するために並べ替えるものであ
り、kintone の画面上の表示を並べ替えるためのものではありません。

カスタマイズ例：[ やること：レコードを並べ替える ] を使用しない場合

実行結果：[ やること：レコードを並べ替える ] を使用しない場合
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カスタマイズ例：[ やること：レコードを並べ替える ] を使用した場合

実行結果：[ やること：レコードを並べ替える ] を使用した場合
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解説
上記の通り、[ やること：レコードを並べ替える ] を使用すると任意のフィールドをキーとして取得し
たレコードを並べ替えることができます。「2. レコード取得に関する「やること」一挙解説」で紹介
した 8 種類のやることすべての後続アクションとして利用可能ですが、[ やること：クエリで条件を
指定してレコードを取得する ]や[やること：条件を組み立ててレコードを取得する ]はその「やること」
自体で並べ替えができるため、実質的にはその他の 6 種類のやることと組み合わせて使用することに

なると思います。

3-3. レコードから重複を除去する
「2. レコード取得に関する「やること」一挙解説」で紹介した 8 種類の「やること」に続けて [ やること：
レコードから重複を除去する ] を使用すると、取得したレコードから重複を除去することができます。
※このやることは、後続のアクションで使用するために一旦取得したレコードから重複を除去するも
のであり、kintone に保存されているレコードの重複を除去する（重複しているレコードを削除する）
ためのものではありません。

カスタマイズ例：[ やること：レコードから重複を除去する ] を使用しない場合
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実行結果：[ やること：レコードから重複を除去する ]

カスタマイズ例：カスタマイズ例：[ やること：レコードから重複を除去する ] を使用した場合
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実行結果：[ やること：レコードから重複を除去する ]

解説
[ やること：レコードから重複を除去する ] を使用するとキーに指定したフィールドで重複があった場
合に重複分のレコードが除去されます。上記の例だと、製品カテゴリをキーに指定しているため、製
品カテゴリが kintone のレコード、gusuku のレコードがそれぞれ 1 件ずつとなっていることがわか
るかと思います。

[ やること：レコードから重複を除去する ] は後続のアクションで重複レコードがあると不都合なケー
スで使用します。本書では詳しく説明しませんが、典型的な例として [ やること：フィールド値をレコー
ドから選択するプルダウンを作成する ] を使用した、「住所をプルダウンで入力するカスタマイズ」が
挙げられます。詳しくは以下の記事をご確認ください。

住所をプルダウンで入力する kintone カスタマイズ 
https://support.gusuku.io/ja-JP/support/solutions/articles/36000060055
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4．「やること」選択フローチャート
本書ではレコード取得に関する多くの「やること」を紹介しました。さまざまな「やること」の利用
例や注意点を読んでいただいても、「結局どれを使ったら良いの？」と悩まれることもあるかと思い
ます。ここでは、そんな方のためのフローチャートをご用意しました。

なお、初めての方にも理解していただきやすいよう、詳細な説明は省いております。要件によっては
一部合致しないケースもありますが、そこはご理解のうえ簡易的なチャートとしてご利用ください。
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5. うまく動かないときは？
この章では、うまく動かない時に原因を見つけるための方法と、便利なカスタマインの機能について
紹介します。

5-1. カスタマイズは少し作っては確認、少し作っては確認
     　  の繰り返しで育てよう
カスタマインのカスタマイズは複数のアクションを組み合わせて作成することが多く、慣れてくると
多くのアクションによって構成される大きなカスタマイズを、一度も kintone アプリで試して動かさ
ずに作ってしまいがちです。
このようにして一度も実行結果を試さずに作成した大きなカスタマイズは、うまく動かなかった場合
にどのアクションに原因があるかを見つけるのが非常に大変なことになってしまいます。

複数のアクションを組み合わせたカスタマイズでは、少し作ったら実行して動きを確認する→問題が
あれば直す→動きを確認する→問題なければ次のカスタマイズを追加する、という手順の繰り返しで
作成することをおすすめします。

5-2. うまく動かない時に最初に確認するポイント
カスタマイズを「kintone アプリへ登録」して実行してみると、エラーが出たり、想定とは異なる結
果になったりと、うまく動かないことがよくあります。
うまく動かないときは、ひとつひとつ原因となりそうな箇所を確認し、どこに原因があるのかを絞り
込んでいくことになります。
カスタマインのほかに JavaScript やプラグインが入っている時
JavaScript やプラグインは、カスタマインのカスタマイズの動作に影響を与える場合があります。
そのためカスタマイズがうまく動かないときは、まずは JavaScript やプラグインを削除・無効化し、
kintone アプリにカスタマインのカスタマイズのみが設定されている状態にして動作を確認してみて
ください。これは、原因がカスタマインのカスタマイズにあるのか、それとも JavaScript やプラグ
インが影響して動かないのかを判別し、問題を切り分けるために行います。

kintone アプリにカスタマインのカスタマイズのみが登録されている状態で問題なく動作するのであ
れば、JavaScript やプラグインが影響してカスタマイズが動いていない可能性が高いです。
逆に、JavaScript やプラグインを削除・無効化してもカスタマイズがうまく動かない時はカスタマイ
ンのカスタマイズが誤っている可能性が高いです。カスタマイズを見直してみてください。

※ドキュメントの「外部サービス連携」で連携している以外のプラグイン、及び自作 JavaScript ファ
イルが含まれた状態では、カスタマインの動作は保証外となります。
外部サービス連携：
https://docs-customine.gusuku.io/ja/actions/external/

（ドキュメントで「外部サービス連携」を御覧ください）
※ JavaScript は後でもとに戻せるように、削除する前にダウンロードするなどして保存しておいて
ください。
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5-3. エラーが表示されたとき
エラーが発生した際に表示されるメッセージには、原因を究明するための情報が含まれています。エ
ラーダイアログが表示されると驚いてしまう事もあると思いますが、エラーの原因がそのまま記載さ
れている事もありますので、一度心を落ち着けて読んでみてください。

カスタマイン のカスタマイズ画面で表示されるエラー
カスタマインのカスタマイズ画面で表示されるエラーです。
下記の例では「ページ (3): アクション (11) : アクション : 無効なアクションです。(10)」とあります。
冒頭の「ページ (3): アクション (11) :」の部分がエラーとなっているアクション、その後がエラーの
内容を示しています。
今回はアクション番号 11 で < 条件：他のアクションの実行が完了した時 > に指定されたアクション
が使用できない、というエラーです。
カスタマイズを見てみますと、アクション番号 10 が無効化されているため、使用できない状態になっ
ていることがわかります。

カスタマイズ画面に表示されるエラーが解消するまでは「kintone アプリへ登録」を行うことができ
ません。メッセージの内容を確認して、アクションの設定を確認・修正してみてください。
kintone アプリで表示されるエラーダイアログ
このような白いダイアログは、カスタマインによって表示されるダイアログです。こういったダイア
ログ表示は、カスタマインのカスタマイズでやることや条件の使い方が誤っている場合に表示される
エラーメッセージです。
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このエラーは、[ やること：ルックアップを取得しなおす ] を、レコード保存前・保存後のタイミング
で実行した時に表示されるエラーです。
エラーメッセージの前にある（25）のように、（　）で囲まれた数字が記載されている場合は、この
アクション番号のアクションでエラーが起きている事を意味しています。今回の例では（25）ですの
で、【アクション：25】のアクションでエラーが起きていることがわかります。

このようなエラーが表示されたら、ドキュメントの「制限事項」の項目を確認してみてください。
[ やること：フィールド値をまとめてセットする ] の制限事項は下記のように記載されています。

今回のエラーは、[ やること：ルックアップを取得しなおす ] が、レコードを保存するタイミングの <
条件：レコードを保存する直前（削除時は除く）> では使用できないため起こりました。使用するや
ることを変更するか 0095dd、条件を変える必要があります。

次のエラーは先ほどのエラーダイアログと同様の白いダイアログですが、こちらのメッセージはカス
タマインでカスタマイズを実行した結果、kintone からエラーが返ってきた場合のダイアログです。

見分け方は [kintone からの応答 ] というメッセージが記載されているかどうかです。[kintone から
の応答 ] とあれば、kintone からエラーが返ってきた場合のダイアログであることがわかります。
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この場合は、kintone 側からエラーが返ってきているため、kintone のプロセス管理の設定とカスタ
マイズで指定したステータスの整合性が取れていない、カスタマイズを実行したユーザーが kintone
のアプリやレコードに対して権限がないなど、kintone の設定とカスタマイズに齟齬がないか確認す
る必要があります。

このエラーの場合、[kintone からの応答 ] に、「入力内容が正しくありません。Code:CB_VA01 
record. 氏名 .value: 必須です。」とありますので、レコードを追加・更新する際に kintone アプリで
必須と指定されているフィールドに値をセットしていないためエラーが発生していることがわかりま
す。

このように、エラーメッセージを読むとエラーの原因が判明する、または解決の糸口が見つかること
はよくあります。一度心を落ち着けて、エラーメッセージを読んでみてください。
また、サポートサイトでは、カスタマインでカスタマイズしているとよく出会うエラーメッセージと
その原因を記事としてまとめています。

サポートサイト
（カスタマインの設定画面右上「サポートサイト」からも開くことができます）
https://support.gusuku.io/

サポートサイト上部の検索窓で、エラーと検索してみてください。

検索すると、エラーに関する記事が表示されます。例えば、先ほどご紹介した必須エラーの例は下記
の 「入力内容が正しくありません。records[0]. 〇〇 .value: 必須です」というエラーが出ました。
に詳しく記載していますので、ぜひ確認してみてください。

ある程度の長い文で検索して想定する記事がヒットしない場合は、検索キーワードの単語をスペース
で区切って指定いただくのがおすすめです。
例えば今回の必須エラーであれば、「必須　エラー」のように区切って検索してみてください。自然
な文章をキーワードとして検索するより目当ての記事が検索されやすいことが多いです。
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5-4. 原因究明に役立つカスタマインの便利な機能
カスタマインは、うまく動かないときの原因究明に役立つ機能を提供しています。

アクショングラフ
アクショングラフは、< 条件：他のアクションの実行が完了した時 > などで順番を指定したアクショ
ンが、どの順番で実行されるのかを図で表示してくれる機能です。
図でアクションの関連性を見て確認できるので、アクションが想定通りにつながっているかを確認し
たい場合に便利です。
カスタマイズを実行した時、順番に実行されるアクションが途中で動かない場合は、アクショングラ
フを確認してみてください。矢印が途切れていたり、順番が間違っているなど、一目でわかるためと
ても便利です。

アクショングラフ上に表示されている番号は、アクション番号です。なおアクショングラフ上のアク
ション番号をクリックすると、該当するアクションの設定にジャンプすることができます。

アクショングラフは、ページメニューの「アクショングラフ」を選択すると表示されます。

アクションの無効化
一時的にアクションが実行されないようにしたいときに使用します。
アクションを無効化した後で「kintone アプリへ登録」を行った際に、無効化したアクションは
kintone アプリに登録されず、実行されなくなります。
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アクションの左上のアクション番号または右上の有効ボタンをクリックすると、そのアクションを無
効化できます。

右上のメニューから 無効にする を選択する方法もあります。

無効化したアクションは、左上のアクション番号がグレーになり、右上には無効と表示されます。

他のアクションの動きを確認するために無効化したり、アクションの設定を変更して動きを確認する
際に、変更前の設定を残しておきたい場合にも使用できます。
その際は、アクションを複製して、複製元のアクションを無効化して残しておく、という方法がおす
すめです。

アクションの複製は下記のメニューから行ってください。

ページの無効化
個別のアクションではなく、ページをまるごと無効化・有効化することができます。
無効化したページは、「kintone アプリへ登録」する際に kintone アプリに登録されず、実行されません。

ページの無効化は、カスタマイズ画面右上の 有効 をクリックすると無効に切り替えできます。
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または、ページの選択・並べ替え をクリックすると表示される ページ選択 画面でも無効化できます。

このページ選択 画面では、複数ページをまとめて設定できます。ページが一覧で表示されますので、
どのページが有効・無効になっているか確認する場合にも便利です。

ページメニューから無効化することもできます。

ページの無効化は、他のページの動作を確認したいときに、一旦ページ全体を無効化しておきたい場
合などに使用します。この機能を効果的に使うためには、機能ごと、画面ごとにこまめにページを分
けてカスタマイズを作成しておくことが必要です。
またページの無効化は、次に記載するページのコピーと組み合わせて使用することも多い機能です。

ページのコピー
ページ内のカスタマイズに変更を加える場合は、ページをコピーして無効化し、変更前のカスタマイ
ズの状態を保存しておくことをおすすめします。
変更前の状態を保存しておけば、カスタマイズの変更に失敗した場合などに、コピーしておいたペー
ジを有効化し、変更したページを無効化することでカスタマイズを変更前の状態に簡単に戻すことが
できます。
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5-5. レコードが想定通り取得・絞り込みできているか
　　ポップアップ表示して確認する
[ やること：キーを指定してレコードを取得する ] や [ やること：クエリで条件を指定してレコードを
取得する ] のように、条件を指定してレコードを取得するやることを使用した場合や、取得したレコー
ドを [ やること：取得したレコードを絞り込む ] で絞り込んだ場合、想定通りのレコードが取得・絞
り込みできているか確認したい事がよくあります。
そういった場合は、本書の例でも取り上げているように取得・絞り込んだ後のレコードを [ やること：
レコードの一覧をポップアップで表示する ] で確認してみてください。

このように、絞り込んだ結果を一覧で表示できるため、想定通りの絞り込みが行われているかを一目
で確認することが可能です。

確認のための仮のアクションですので、確認が終わった時にはアクションを無効にしておけば、仮に
そのあと条件が変わった場合など、再確認の際にも役立ちます。
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5-6. テスト用アプリ作成
カスタマイズをガンガン試してと言われても、既にユーザーが使っている kintone アプリ ( 以下 本番
用アプリ ) にカスタマイズすると、誤ってレコードを更新してしまうリスクがあったり、フィールド
の値やステータスなど、カスタマイズを試したい状態のレコードがなく実行確認が難しいことなどが
よくあります。
そういった時のために、実際にユーザーが使うアプリとは別に、そのアプリをコピーしたテスト用ア
プリを作成することをおすすめします。








